
★一般会計119億6，000万円（基本的な市行政を行うための会計です）
．雷譜

三遷　捉　灘　闇　　　＿＿＿＿＿＿i＿＿＿＿＿i＿、＿＿＿iii＿＿ii �予算額（千恥： �頸顕襲感邁騒瓢 

市税 �3，946，021 �▲「。3 

地方交付税 �2，744，832 �▲0，3 

※国がある一定のルールのもとに交付し、使い道が特定されないもの 

市債　※国などから借り入れるお金 �1，077，400 �▲7。3 

国庫支出金 �850，980 �▲5，1 

※国が負担・交付するもので、その使い道が特定されているもの 

県支出金 �662，193 �7，1 

繰入金 �1，153，568 �110，0 

分担金及び負担金 �340，427 �0，7 

使用料及び手数料 �251，238 �▲1，3 

その他 �933，341 �▲4，3 

紅組讃鞄凝翻 �遵敵 

穏∴塑∴料1日 � �「凝蘭蜜頼蟻‾≡ 　擬勢 �蘭 爆 �言放轟惑 裏返鈍重避 �暫 会 ：予算額く千即： 

議会費 �156，082 �▲1，8 �4，813円 

総務費 �1，530，186 �11，7 �47，181円 

※全般的な管理事務経費で、戸籍・選挙・徴税・統計に関 

する経費 
民生費　※高齢者や障害者の福祉、保育に関する経費 �2，784，819 �0，4 �85，867円 

衛生費 �1，226，482 �4，8 �37，817円 

※病気の予防や健康相談、ゴミ処理や清掃に関する経費 

農林水産費 �135，869 �7，6 �4，189円 

商工費 �173，393 �35，8 �5，346円 

土木費 �1，036，838 �▲17，6 �31，970円 

消防費 �795，765 �▲　4，7 �24，536円 

教育費 �2，654，213 �26，1 �81，839円 

公債費　※市債（借金）などの返済に充てる経費 �1，437，543 �▲9，7 �44，325円 

その他（諸支出金、災害復旧費、予備費） �28，810 �10，5 �888円 

縫艶＿i＿＿ �上鞭鰹灘＿… �肝∴二二嶋親 �源∴蟻瀬蟻 
注）「市民一人あたりに使われるお金」は3月1日現在の人口（32，432人）で算出しました。

王における構成比率〉　使用料及び手数料　2・1％ 
i 金及び慧謙 　繰入金　市税 

9，百離　　　　　　縁緻犠i 
I 県支出金　5。5％　　　歳入　　　　l 

国庫支出金　7，1轍／ 

轟蘭　　髄転籍繚灘　　消防費 

勤聯繍∴∴鶴臓灘　　　　　6，調 

農林水産 

《歳入及び歳出

★特別会計　70億9，304万9千円
（特定の事業を行うため、一般会計と区別して経理する会計です）

蜜繚菰 �灘顧醗翻轍 �轢強襲騒彊駆覿 
都留文科大学 � �皆減 
国民健康保険事業 �3，253，485 �0，7 

簡易水道事業 �338，374 �▲　2，7 

住宅新築資金等貸付事業 �3，221 �▲　2，4 

老人保健 �12，937 �▲95，7 

下水道事業 �1，045，120 �3，6 

温泉事業 �6，853 �▲66，5 

介護保険事業 �1，923，024 �6，6 

介護保険サービス事／業 �7，883 �▲　4，6 

後期高齢者医療 �487，492 �▲　4，8 

財産区など �14，660 �▲19，8 

撥轍二二 �∴：：ナ醐： �▲∴朗調： 

「持続可能な定常社会」

「互恵・共生社会」

その他0，3％

議会費1，3％

商工費1，4％

★企業会計　40億3，401万5千円

（株式会社などの民間企業と同じく独立採算制で会

計処理されています）

水道事業

病院事業 3，554，240

注）企業会計の予算額は、

【総費用－（減価償却費＋資産減耗費）＋資本的支出】

で算出しています。

間合先　財務経営課　財務担当
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